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会
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梨
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行
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一
部
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改
正
す
る
規
則
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…
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○
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新
時
講
習
の
実
施
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正
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一
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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
五
十
五
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
鶏
の
所
有

者
に
対
し
、
次
の
と
お
り
農
場
の
消
毒
の
実
施
を
命
ず
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
実
施
の
目
的

山
梨
県
内
に
お
け
る
緊
急
的
な
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
の
予
防
の
た
め

二
　
実
施
す
る
区
域

山
梨
県
内
全
域

三
　
対
象
の
範
囲

十
羽
以
上
の
鶏
を
飼
養
し
て
い
る
農
場
そ
の
他
家
畜
防
疫
員
が
必
要
と
認
め
る
農
場
（
消
石
灰
に

よ
る
消
毒
又
は
こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
る
消
毒
を
自
ら
行
う
農
場
を
除
く
。）

四
　
実
施
の
期
日

平
成
十
九
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
三
月
十
日
ま
で

五
　
消
毒
の
方
法

消
石
灰
の
農
場
内
（
鶏
舎
周
囲
及
び
農
場
外
縁
部
）
散
布

山
梨
県
告
示
第
五
十
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
上
野
原
市

鶴
島
二
千
四
百
十
四
番
地
上
條
通
外
十
四
名
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
鶴
島
土
地
改
良
区
設
立
認
可
申
請
を

適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
縦
覧
書
類

１
　
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

２
　
定
款
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間

平
成
十
九
年
二
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
三
月
二
十
三
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所

上
野
原
市
役
所

四
　
異
議
申
出
期
間

平
成
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
同
年
四
月
九
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
五
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務
所
に

お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
一
四
〇
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
〇
三

山
梨
県
公
報
平
成
十
九
年

二
月
二
十
二
日

第
千
七
百
三
十
八
号

木　曜　日



三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

山
梨
市
大
字
三
富
川
浦
字
セ
キ
下
一
一
三
一
番
の

旧

二
八
・
〇
〜

四
三
・
〇

一
地
先
か
ら

三
二
・
〇

山
梨
市
大
字
三
富
川
浦
字
セ
キ
下
一
一
三
四
番
の

一
地
先
ま
で

新

三
二
・
〇
〜

四
三
・
〇

四
〇
・
〇

山
梨
県
告
示
第
五
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務
所
に

お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
一
四
〇
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

山
梨
市
牧
丘
町
大
字
隼
字
カ
ジ
メ
一
四
番
の
六
地

旧

一
一
・
二
〜

一
九
四
・
〇

先
か
ら

一
三
・
八

山
梨
市
牧
丘
町
大
字
隼
字
カ
ジ
メ
六
七
番
の
一
地

先
ま
で

新

一
二
・
六
〜

一
九
四
・
〇

二
八
・
三

山
梨
県
告
示
第
五
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務
所
に

お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

一
般
国

一
四
〇
号

山
梨
市
牧
丘
町
大
字
隼
字
カ
ジ
メ
一

一
九
四
・
〇
平
成
十
九
年

道

四
番
の
六
地
先
か
ら

二
月
二
十
二

山
梨
市
牧
丘
町
大
字
隼
字
カ
ジ
メ
六

日

七
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
六
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務
所
峡

北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

茅
野
北
杜
韮

北
杜
市
小
淵
沢
町
大
字
松
向
字
石
澤

六
九
五
・
八
平
成
十
九
年

崎
線

一
〇
九
九
番
地
先
か
ら

二
月
二
十
二

北
杜
市
長
坂
町
大
字
中
丸
字
笹
尾
海

日

道
三
二
六
七
番
の
三
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
六
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務
所
峡

北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

小
荒
間
長
坂

北
杜
市
長
坂
町
大
字
小
荒
間
字
信
玄

二
五
・
八
平
成
十
九
年

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

一
〇
四



停
車
場
線

原
一
九
八
三
番
の
一
地
先
か
ら

二
月
二
十
二

北
杜
市
長
坂
町
大
字
小
荒
間
字
信
玄

日

原
一
九
七
九
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
六
十
二
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、

山
梨
県
土
木
部
砂
防
課
及
び
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域

標
柱
番
号

郡
　
　
市

町
　
村

大
　
字

字

地
　
番

赤
坂

一

南
都
留
郡

富
士
河

船
津

水
川
戸

四
二
三
三
│
一

口
湖
町

二

同

同

同

同

同

三

同

同

同

同

同

四

同

同

同

同

同

五

同

同

同

同

同

六

同

同

同

同

同

七

同

同

同

同

同

八

同

同

同

同

同

九

同

同

同

同

同

十

同

同

同

同

同

十
一

同

同

同

同

同

十
二

同

同

同

同

同

十
三

同

同

同

同

同

十
四

同

同

同

同

同

十
五

同

同

同

同

同

十
六

同

同

同

同

同

十
七

同

同

同

同

同

十
八

同

同

同

同

同

十
九

同

同

同

同

同

二
十

同

同

同

同

同

公
　
　
　
告

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報

セ
ン
タ
ー
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
九
年
二
月
六
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
天
使
の
お
も
ち
ゃ
図
書
館
は
ば
た
き

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
天
野
徳
江

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
都
留
市
桂
町
千
百
四
十
二
│
一

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、〔
障
害
児
（
者
）〕
に
対
し
て
、「
自
立
及
び
療
育
に
係
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

を
行
い
「〔
障
害
児
（
者
）〕
の
自
立
と
地
域
社
会
及
び
行
政
の
理
解
を
深
め
、〔
障
害
児
（
者
）〕

が
地
域
で
普
通
の
暮
ら
し
を
送
る
た
め
」
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
九
年
二
月
七
日
か
ら
同
年
四
月
六
日
ま
で

'

落
札
者
等
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十

五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の

で
あ
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
随
意
契
約
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
あ
か
ふ
じ
」
定
期
耐
空
証
明
検
査
変
動
整
備
業
務
　
一
式

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

山
梨
県
総
務
部
消
防
防
災
課
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

一
〇
五

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
番
号
一
号
か
ら
標
柱
番
号
二
十
号
ま

で
の
標
柱
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
番
号
二
十
号
と
標
柱
番
号
一
号
の
標
柱
を

結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域



三
　
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
十
九
年
一
月
十
日

四
　
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

朝
日
航
洋
株
式
会
社
　
東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
二
丁
目
四
十
九
番
四
号

五
　
随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

千
七
百
八
十
五
万
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七
　
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令

第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当

'

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

市
川
大
門
町

二
　
調
査
を
行
っ
た
時
期

平
成
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
八
年
三
月
十
四
日
ま
で

三
　
成
果
の
名
称

地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四
　
調
査
を
行
っ
た
地
域

市
川
三
郷
町
大
字
上
野
の
一
部
地
区

五
　
認
証
年
月
日

平
成
十
九
年
二
月
六
日

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
淺
　
　
井
　
　
和
　
　
夫

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

別
表
第
七
韮
崎
警
察
署
の
項
中
　
　
署
長
　
四
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
三
種
）

「

署
長
　
四
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
三
種
）

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
項
の
次

」

次
長
　
六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

」

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

日
下
部
警
察
署

署
　
　
　
　
　
長
　
五
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
四
種
）

大
月
警
察
署

次
　
　
　
　
　
長
　
六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

「

「

別
表
第
七
中
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

」

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

一
〇
六

長
坂
警
察
署

鰍
沢
警
察
署

日
下
部
警
察
署

都
留
警
察
署

大
月
警
察
署

上
野
原
警
察
署

長
坂
警
察
署

鰍
沢
警
察
署

都
留
警
察
署

上
野
原
警
察
署



第
八
条
の
二
の
表
三
の
項
中
「
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
大
字
在
家
塚
字
仲
畑
一
、
四
五
三
番
」
を

「
山
梨
県
南
巨
摩
郡
増
穂
町
大
椚
七
二
七
番
地
三
」
に
改
め
、
同
表
十
二
の
項
中
「
山
梨
県
北
杜
市
高

根
町
大
字
蓑
輪
新
町
字
西
ノ
窪
一
、
七
七
二
番
の
二
地
」
を
「
山
梨
県
北
杜
市
高
根
町
大
字
清
里
字
念

場
原
三
、
五
四
五
地
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
十
七
　
一
般
国
道
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
風
早
二
、
三
五
〇
番
一
先
か
ら
山
梨
県
甲
斐
市

五
二
号

志
田
字
砂
間
八
三
九
の
一
先
ま
で

第
十
四
条
第
三
号
中
「
優
良
運
転
者
」
を
「
法
第
九
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
優
良
運
転
者
（
以
下

「
優
良
運
転
者
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
八
中
「
警
察
署
長
」
を
「
署
長
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
九
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条

第
二
項
中
「
交
通
部
運
転
免
許
課
」
の
下
に
「
又
は
交
通
部
運
転
免
許
課
都
留
分
室
」
を
加
え
、
同
項

を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
九
十
二
条
の
二
に
規

定
す
る
優
良
運
転
者
は
、
法
第
百
一
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
優
良
運
転
者
は
、
第
一
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
法
第
百
一
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
、「
有
効
期
限
」
を
「
有
効
期
間
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

優
良
運
転
者
は
、
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
法
第
百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
有
効
期

間
が
満
了
す
る
日
ま
で
に
住
所
地
を
管
轄
す
る
署
長
以
外
の
署
長
を
経
由
し
て
運
転
免
許
証
の
更
新

の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
日
前
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
以
下

「
新
細
則
」
と
い
う
。）
第
八
条
の
二
の
表
に
掲
げ
る
道
路
を
通
行
し
た
自
動
車
に
つ
い
て
の
新
細

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号

更
新
時
講
習
の
実
施
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

更
新
時
講
習
の
実
施
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

更
新
時
講
習
の
実
施
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
項
第
一
号
中
「（
都
留
警
察
署
管
轄
区
域
に
居
住
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
運
転
免
許
課

都
留
分
室
）」
を
削
る
。

第
四
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
五
条
第
二
項
及
び
第
七
条
第
二
号
中
「
別
表
第
一
」
の
下
に
「
か
ら
別
表
第
一
の
五
ま
で
」
を
加

え
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
五
条
、
第
七
条
関
係
）

更
新
時
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
割
等
に
関
す
る
細
目
（
優
良
運
転
者
講
習
）

講
習
科
目

講
習
細
目

講
習
方
法

留
　
意
　
事
　
項

講
習
時
間

一
　
道
路
交
通

（一）

地
域
に
お

講
義
（
教

ア
　
山
梨
県
の
実
態
に
応
じ
て
、

十
分

の
現
状
と
交

け
る
車
社
会

本
、
視
聴

交
通
事
故
、
渋
滞
、
交
通
公
害

通
事
故
の
実

の
実
態

覚
教
材
等

、
違
法
駐
車
、
暴
走
行
為
等
に

態

（二）

交
通
事
故

）

つ
い
て
重
点
的
に
説
明
す
る
。

の
特
徴

イ
　
地
域
に
お
け
る
事
故
多
発
路

線
、
時
間
帯
、
事
故
類
型
、
原

因
等
に
つ
い
て
、
事
故
事
例
と

併
せ
て
説
明
す
る
。

二
　
運
転
者
の

（一）

無
事
故
無

講
義
（
教

ア
　
今
後
に
お
け
る
無
事
故
・
無

十
分

心
構
え
と
義

違
反
の
奨
励

本
、
視
聴

違
反
及
び
安
全
運
転
を
奨
励
す

務

（二）

シ
ー
ト
ベ

覚
教
材
等

る
。

ル
ト
、
ヘ
ル

）

イ
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ

メ
ッ
ト
の
着

ト
の
着
用
に
関
し
て
、
そ
の
必

用

要
性
と
効
果
に
つ
い
て
事
例
等

（三）

交
通
事
故

を
用
い
て
説
明
し
、
着
用
が
習

を
起
こ
し
た

慣
づ
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
す
る

加
害
者
の
責

。

任

ウ
　
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
り
違

（四）

交
通
事
故

反
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
当

を
起
こ
し
た

然
そ
れ
に
相
応
す
る
社
会
的
非

運
転
者
の
義

難
を
受
け
、
責
任
を
問
わ
れ
る

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

一
〇
七



務

こ
と
を
説
明
す
る
。

（五）

負
傷
者
の

加
害
者
の
刑
事
上
、
民
事
上

救
護
措
置

及
び
行
政
上
の
責
任
に
つ
い
て

、
裁
判
例
、
点
数
制
度
等
に
よ

り
説
明
し
て
、
認
識
さ
せ
る
。

エ
　
警
察
官
に
対
す
る
報
告
義
務

、
通
報
要
領
及
び
事
故
の
再
発

防
止
義
務
に
つ
い
て
説
明
す
る

。
オ
　
救
急
車
の
到
着
す
る
ま
で
の

間
に
お
け
る
負
傷
者
へ
の
応
急

救
護
処
置
等
に
つ
い
て
説
明
す

る
。

三
　
安
全
運
転

最
近
に
お
い
て

講
義
（
教

受
講
者
の
前
回
の
更
新
後
に
お
い

十
分

の
知
識

改
正
が
行
わ
れ

本
、
視
聴

て
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
令
の

た
道
路
交
通
法

覚
教
材
等

う
ち
、
運
転
者
に
必
要
な
事
項
の

令
の
知
識

）

要
点
を
説
明
す
る
。

講
　
習
　
時
　
間
　
合
　
計

三
十
分

別
表
第
一
の
次
に
次
の
四
表
を
加
え
る
。

別
表
第
一
の
二
（
第
五
条
、
第
七
条
関
係
）

更
新
時
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
割
等
に
関
す
る
細
目
（
一
般
運
転
者
講
習
）

講
習
科
目

講
習
細
目

講
習
方
法

留
　
意
　
事
　
項

講
習
時
間

一
　
道
路
交
通

（一）

地
域
に
お

講
義
（
教

ア
　
山
梨
県
の
実
態
に
応
じ
て
、

十
分

の
現
状
と
交

け
る
車
社
会

本
、
視
聴

交
通
事
故
、
渋
滞
、
交
通
公
害

通
事
故
の
実

の
実
態

覚
教
材
等

、
違
法
駐
車
、
暴
走
行
為
等
に

態

（二）

交
通
事
故

）

つ
い
て
重
点
的
に
説
明
す
る
。

の
特
徴

イ
　
地
域
に
お
け
る
事
故
多
発
路

線
、
時
間
帯
、
事
故
類
型
、
原

因
等
に
つ
い
て
、
事
故
事
例
と

併
せ
て
説
明
す
る
。

二
　
運
転
者
の

（一）

安
全
運
転

講
義
（
教

ア
　
運
転
者
に
は
、
交
通
ル
ー
ル

十
分

心
構
え
と
義

の
心
構
え

本
、
視
聴

を
守
り
、
常
に
細
心
の
注
意
を

務

（二）

シ
ー
ト
ベ

覚
教
材
等

払
っ
て
、
他
人
に
危
害
を
与
え

ル
ト
、
ヘ
ル

）

な
い
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
自

メ
ッ
ト
の
着

動
車
等
を
運
転
し
な
け
れ
ば
な

用

ら
な
い
義
務
の
あ
る
こ
と
を
指

（三）

交
通
事
故

導
す
る
。

を
起
こ
し
た

イ
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ

加
害
者
の
責

ト
の
着
用
に
関
し
て
、
そ
の
必

任

要
性
と
効
果
に
つ
い
て
事
例
等

（四）

交
通
事
故

を
用
い
て
説
明
し
、
着
用
が
習

を
起
こ
し
た

慣
づ
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
す
る

運
転
者
の
義

。

務

ウ
　
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
り
違

（五）

負
傷
者
の

反
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
当

救
護
措
置

然
そ
れ
に
相
応
す
る
社
会
的
非

難
を
受
け
、
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
を
説
明
す
る
。

加
害
者
の
刑
事
上
、
民
事
上

及
び
行
政
上
の
責
任
に
つ
い
て

、
裁
判
例
、
点
数
制
度
等
に
よ

り
説
明
し
て
、
認
識
さ
せ
る
。

エ
　
警
察
官
に
対
す
る
報
告
義
務

、
通
報
要
領
及
び
事
故
の
再
発

防
止
義
務
に
つ
い
て
説
明
す
る

。
オ
　
救
急
車
の
到
着
す
る
ま
で
の

間
に
お
け
る
負
傷
者
へ
の
応
急

救
護
処
置
等
に
つ
い
て
説
明
す

る
。

三
　
安
全
運
転

（一）

最
近
に
お

講
義
（
教

ア
　
受
講
者
の
前
回
の
更
新
後
に

二
十
分

の
知
識

い
て
改
正
が

本
、
視
聴

お
い
て
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通

行
わ
れ
た
道

覚
教
材
等

法
令
の
う
ち
、
運
転
者
に
必
要

路
交
通
法
令

）

な
事
項
の
要
点
を
説
明
す
る
。
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の
知
識

イ
　
Ｏ
Ｈ
Ｐ
、
ビ
デ
オ
、
ア
ナ
ラ

（二）

危
険
予
測

イ
ザ
ー
等
を
活
用
し
、
交
差
点

と
回
避
方
法

通
行
、
夜
間
走
行
、
高
速
道
路

等

通
行
等
に
関
す
る
具
体
的
危
険

場
面
を
示
し
て
、
事
故
原
因
と

な
る
危
険
行
為
、
危
険
予
測
と

回
避
方
法
等
に
つ
い
て
理
解
さ

せ
る
。

四
　
運
転
適
性

（一）

運
転
適
性

講
義
（
運

ア
　
安
全
運
転
自
己
診
断
等
に
よ

二
十
分

に
つ
い
て
の

診
断
と
指
導

転
適
性
検

り
適
性
検
査
を
実
施
し
、
自
ら

診
断
と
指
導

（二）

ま
と
め

査
用
紙
等

の
運
転
特
性
を
客
観
評
価
し
て

）

自
覚
さ
せ
、
結
果
に
基
づ
い
て

安
全
運
転
の
心
構
え
を
指
導
す

る
。

イ
　
診
断
結
果
に
基
づ
く
タ
イ
プ

別
の
具
体
的
な
安
全
運
転
の
コ

ツ
を
指
導
し
、
安
全
運
転
態
度

を
実
行
す
る
た
め
の
動
機
付
け

を
行
う
。

講
　
習
　
時
　
間
　
合
　
計

六
十
分

注
　
講
習
の
実
施
に
際
し
て
は
、
教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
。

別
表
第
一
の
三
（
第
五
条
、
第
七
条
関
係
）

更
新
時
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
割
等
に
関
す
る
細
目
（
優
良
運
転
者
講
習
と
一
般
運
転
者
講
習

の
合
同
講
習
）

講
習
科
目

講
習
細
目

講
習
方
法

留
　
意
　
事
　
項

講
習
時
間

一
　
道
路
交
通

（一）

地
域
に
お

講
義
（
教

ア
　
山
梨
県
の
実
態
に
応
じ
て
、

十
分

の
現
状
と
交

け
る
車
社
会

本
、
視
聴

交
通
事
故
、
渋
滞
、
交
通
公
害

通
事
故
の
実

の
実
態

覚
教
材
等

、
違
法
駐
車
、
暴
走
行
為
等
に

態

（二）

交
通
事
故

）

つ
い
て
重
点
的
に
説
明
す
る
。

の
特
徴

イ
　
地
域
に
お
け
る
事
故
多
発
路

線
、
時
間
帯
、
事
故
類
型
、
原

因
等
に
つ
い
て
、
事
故
事
例
と

併
せ
て
説
明
す
る
。

二
　
運
転
者
の

（一）

安
全
運
転

講
義
（
教

ア
　
運
転
者
に
は
、
交
通
ル
ー
ル

十
分

心
構
え
と
義

の
心
構
え

本
、
視
聴

を
守
り
、
常
に
細
心
の
注
意
を

務

（二）

シ
ー
ト
ベ

覚
教
材
等

払
っ
て
、
他
人
に
危
害
を
与
え

ル
ト
、
ヘ
ル

）

な
い
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
自

メ
ッ
ト
の
着

動
車
等
を
運
転
し
な
け
れ
ば
な

用

ら
な
い
義
務
の
あ
る
こ
と
を
指

（三）

交
通
事
故

導
す
る
。

を
起
こ
し
た

イ
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ

加
害
者
の
責

ト
の
着
用
に
関
し
て
、
そ
の
必

任

要
性
と
効
果
に
つ
い
て
事
例
等

（四）

交
通
事
故

を
用
い
て
説
明
し
、
着
用
が
習

を
起
こ
し
た

慣
づ
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
す
る

運
転
者
の
義

。

務

ウ
　
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
り
違

（五）

負
傷
者
の

反
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
当

救
護
措
置

然
そ
れ
に
相
応
す
る
社
会
的
非

難
を
受
け
、
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
を
説
明
す
る
。

加
害
者
の
刑
事
上
、
民
事
上

及
び
行
政
上
の
責
任
に
つ
い
て

、
裁
判
例
、
点
数
制
度
等
に
よ

り
説
明
し
て
、
認
識
さ
せ
る
。

エ
　
警
察
官
に
対
す
る
報
告
義
務

、
通
報
要
領
及
び
事
故
の
再
発

防
止
義
務
に
つ
い
て
説
明
す
る

。
オ
　
救
急
車
の
到
着
す
る
ま
で
の

間
に
お
け
る
負
傷
者
へ
の
応
急

救
護
処
置
等
に
つ
い
て
説
明
す

る
。
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三
　
安
全
運
転

最
近
に
お
い
て

講
義
（
教

受
講
者
の
前
回
の
更
新
後
に
お
い

十
分

の
知
識
①

改
正
が
行
わ
れ

本
、
視
聴

て
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
令
の

た
道
路
交
通
法

覚
教
材
等

う
ち
、
運
転
者
に
必
要
な
事
項
の

令
の
知
識

）

要
点
を
説
明
す
る
。

前
半
講
習
の
ま

前
半
の
講
習
終
了
と
し
、
終
了
す

と
め

る
優
良
運
転
者
に
対
し
て
は
、
次

回
も
優
良
運
転
者
で
更
新
で
き
る

よ
う
安
全
運
転
者
と
し
て
の
誇
り

を
持
つ
こ
と
と
、
優
良
運
転
者
で

あ
っ
て
も
わ
ず
か
な
心
の
油
断
が

事
故
に
結
び
つ
く
こ
と
を
簡
単
に

説
明
し
て
終
了
す
る
。

四
　
安
全
運
転

危
険
予
測
と
回

講
義
（
教

Ｏ
Ｈ
Ｐ
、
ビ
デ
オ
、
ア
ナ
ラ
イ
ザ

十
分

の
知
識
②

避
方
法
等

本
、
視
聴

ー
等
を
活
用
し
、
交
差
点
通
行
、

覚
教
材
等

夜
間
走
行
、
高
速
道
路
通
行
等
に

）

関
す
る
具
体
的
危
険
場
面
を
示
し

て
、
事
故
原
因
と
な
る
危
険
行
為

、
危
険
予
測
と
回
避
方
法
等
に
つ

い
て
理
解
さ
せ
る
。

五
　
運
転
適
性

（一）

運
転
適
性

講
義
（
運

ア
　
安
全
運
転
自
己
診
断
等
に
よ

二
十
分

に
つ
い
て
の

診
断
と
指
導

転
適
性
検

り
適
性
検
査
を
実
施
し
、
自
ら

診
断
と
指
導

（二）

ま
と
め

査
用
紙
等

の
運
転
特
性
を
客
観
評
価
し
て

）

自
覚
さ
せ
、
結
果
に
基
づ
い
て

安
全
運
転
の
心
構
え
を
指
導
す

る
。

イ
　
診
断
結
果
に
基
づ
く
タ
イ
プ

別
の
具
体
的
な
安
全
運
転
の
コ

ツ
を
指
導
し
、
安
全
運
転
態
度

を
実
行
す
る
た
め
の
動
機
付
け

を
行
う
。

講
　
習
　
時
　
間
　
合
　
計

六
十
分

注
　
講
習
の
実
施
に
際
し
て
は
、
教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
。

別
表
第
一
の
四
（
第
五
条
、
第
七
条
関
係
）

更
新
時
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
割
等
に
関
す
る
細
目
（
違
反
運
転
者
講
習
と
初
回
更
新
者
講
習

の
合
同
講
習
）

講
習
科
目

講
習
細
目

講
習
方
法

留
　
意
　
事
　
項

講
習
時
間

一
　
道
路
交
通

（一）

地
域
に
お

講
義
（
教

ア
　
山
梨
県
の
実
態
に
応
じ
て
、

十
分

の
現
状
と
交

け
る
車
社
会

本
、
視
聴

交
通
事
故
、
渋
滞
、
交
通
公
害

通
事
故
の
実

の
実
態

覚
教
材
等

、
違
法
駐
車
、
暴
走
行
為
等
に

態

（二）

交
通
事
故

）

つ
い
て
重
点
的
に
説
明
す
る
。

の
特
徴

イ
　
地
域
に
お
け
る
事
故
多
発
路

線
、
時
間
帯
、
事
故
類
型
、
原

因
等
に
つ
い
て
、
事
故
事
例
と

併
せ
て
説
明
す
る
。

二
　
運
転
者
の

（一）

安
全
運
転

講
義
（
教

ア
　
運
転
者
に
は
、
交
通
ル
ー
ル

十
分

心
構
え
と
義

の
心
構
え

本
、
視
聴

を
守
り
、
常
に
細
心
の
注
意
を

務

（二）

シ
ー
ト
ベ

覚
教
材
等

払
っ
て
、
他
人
に
危
害
を
与
え

ル
ト
、
ヘ
ル

）

な
い
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
自

メ
ッ
ト
の
着

動
車
等
を
運
転
し
な
け
れ
ば
な

用

ら
な
い
義
務
の
あ
る
こ
と
を
指

（三）

交
通
事
故

導
す
る
。

を
起
こ
し
た

イ
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ

加
害
者
の
責

ト
の
着
用
に
関
し
て
、
そ
の
必

任

要
性
と
効
果
に
つ
い
て
事
例
等

（四）

交
通
事
故

を
用
い
て
説
明
し
、
着
用
が
習

を
起
こ
し
た

慣
づ
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
す
る

運
転
者
の
義

。

務

ウ
　
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
り
違

（五）

負
傷
者
の

反
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
当

救
護
措
置

然
そ
れ
に
相
応
す
る
社
会
的
非

難
を
受
け
、
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
を
説
明
す
る
。

加
害
者
の
刑
事
上
、
民
事
上
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及
び
行
政
上
の
責
任
に
つ
い
て

、
裁
判
例
、
点
数
制
度
等
に
よ

り
説
明
し
て
、
認
識
さ
せ
る
。

エ
　
警
察
官
に
対
す
る
報
告
義
務

、
通
報
要
領
及
び
事
故
の
再
発

防
止
義
務
に
つ
い
て
説
明
す
る

。
オ
　
救
急
車
の
到
着
す
る
ま
で
の

間
に
お
け
る
負
傷
者
へ
の
応
急

救
護
処
置
等
に
つ
い
て
説
明
す

る
。

三
　
安
全
運
転

（一）

安
全
運
転

講
義
（
教

ア
　
受
講
対
象
に
応
じ
た
ビ
デ
オ

四
十
分

の
知
識

の
基
礎
知
識

本
、
視
聴

や
映
画
を
活
用
し
、
安
全
運
転

（二）

最
近
に
お

覚
教
材
等

、
運
転
特
性
等
に
つ
い
て
の
理

い
て
改
正
が

）

解
を
深
め
さ
せ
る
。

行
わ
れ
た
道

イ
　
受
講
者
の
前
回
の
更
新
後
に

路
交
通
法
令

お
い
て
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通

の
知
識

法
令
の
う
ち
、
運
転
者
に
必
要

（三）

危
険
予
測

な
事
項
の
要
点
を
説
明
す
る
。

と
回
避
方
法

ウ
　
Ｏ
Ｈ
Ｐ
、
ビ
デ
オ
、
ア
ナ
ラ

等

イ
ザ
ー
等
を
活
用
し
、
交
差
点

通
行
、
夜
間
走
行
、
高
速
道
路

通
行
等
に
関
す
る
具
体
的
危
険

場
面
を
示
し
て
、
事
故
原
因
と

な
る
危
険
行
為
、
危
険
予
測
と

回
避
方
法
等
に
つ
い
て
理
解
さ

せ
る
。

エ
　
身
近
な
事
故
事
例
の
説
明
を

行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
問
題
点

、
な
ぜ
事
故
が
起
き
た
の
か
、

ど
う
す
れ
ば
回
避
で
き
た
の
か

な
ど
に
つ
い
て
、
自
ら
考
え
さ

せ
、
意
見
を
出
さ
せ
討
議
さ
せ

る
。

四
　
運
転
適
性

（一）

運
転
適
性

実
技
等
（

ア
　
安
全
運
転
自
己
診
断
等
に
よ

六
十
分

技
能
に
つ
い

診
断
と
指
導

教
本
、
運

り
適
性
検
査
を
実
施
し
、
自
ら

て
の
診
断
と

（
検
査
用
紙

転
適
性
検

の
運
転
特
性
を
自
覚
さ
せ
、
結

指
導

使
用
）

査
器
材
等

果
に
基
づ
い
て
安
全
運
転
の
心

（二）

運
転
適
性

）

構
え
を
指
導
す
る
。

診
断
と
指
導

イ
　
Ｃ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
運
転
適
性
検

（
検
査
機
器

査
器
を
使
用
し
て
、
運
転
行
動

使
用
）

に
必
要
な
具
体
的
動
作
機
能
を

（三）

安
全
運
転

検
査
し
、
診
断
結
果
に
基
づ
い

態
度
の
診
断

て
安
全
指
導
す
る
。

と
指
導

ウ
　
診
断
用
模
擬
運
転
装
置
を
使

（四）

運
転
技
能

用
し
て
、
危
険
予
測
を
中
心
と

診
断
と
指
導

し
た
安
全
運
転
態
度
と
運
転
個

癖
を
検
証
し
、
診
断
結
果
に
基

づ
い
て
安
全
指
導
す
る
。

エ
　
指
導
員
が
同
乗
し
て
実
車
を

運
転
さ
せ
、
運
転
個
癖
や
運
転

技
能
を
診
断
し
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
安
全
指
導
す
る
。

講
　
習
　
時
　
間
　
合
　
計
　
　
　

百
二
十
分

注
　
一
　
講
習
科
目
四
の
細
目
は
、
重
点
を
絞
り
選
択
し
て
実
施
す
る
こ
と
。

二
　
講
習
の
実
施
に
際
し
て
は
、
教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
。

別
表
第
一
の
五
（
第
五
条
、
第
七
条
関
係
）

更
新
時
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
割
等
に
関
す
る
細
目
（
初
回
更
新
者
講
習
）

講
習
科
目

講
習
細
目

講
習
方
法

留
　
意
　
事
　
項

講
習
時
間

一
　
道
路
交
通

（一）

地
域
に
お

講
義
（
教

ア
　
山
梨
県
の
実
態
に
応
じ
て
、

十
分

の
現
状
と
交

け
る
車
社
会

本
、
視
聴

交
通
事
故
、
渋
滞
、
交
通
公
害

通
事
故
の
実

の
実
態

覚
教
材
等

、
違
法
駐
車
、
暴
走
行
為
等
に

態

（二）

交
通
事
故

）

つ
い
て
重
点
的
に
説
明
す
る
。

の
特
徴

イ
　
地
域
に
お
け
る
事
故
多
発
路

線
、
時
間
帯
等
と
運
転
経
験
の
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浅
い
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故

類
型
、
原
因
等
に
つ
い
て
、
事

例
と
併
せ
て
説
明
す
る
。

二
　
運
転
者
の

（一）

安
全
運
転

講
義
（
教

ア
　
運
転
者
に
は
、
交
通
ル
ー
ル

十
分

心
構
え
と
義

の
心
構
え

本
、
視
聴

を
守
り
、
常
に
細
心
の
注
意
を

務

（二）

シ
ー
ト
ベ

覚
教
材
等

払
っ
て
、
他
人
に
危
害
を
与
え

ル
ト
、
ヘ
ル

）

な
い
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
自

メ
ッ
ト
の
着

動
車
等
を
運
転
し
な
け
れ
ば
な

用

ら
な
い
義
務
の
あ
る
こ
と
を
指

（三）

交
通
事
故

導
す
る
。

を
起
こ
し
た

イ
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ

加
害
者
の
責

ト
の
着
用
に
関
し
て
、
そ
の
必

任

要
性
と
効
果
に
つ
い
て
事
例
等

（四）

交
通
事
故

を
用
い
て
説
明
し
、
着
用
が
習

を
起
こ
し
た

慣
づ
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
す
る

運
転
者
の
義

。

務

ウ
　
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
り
違

（五）

負
傷
者
の

反
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
当

救
護
措
置

然
そ
れ
に
相
応
す
る
社
会
的
非

難
を
受
け
、
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
を
説
明
す
る
。

加
害
者
の
刑
事
上
、
民
事
上

及
び
行
政
上
の
責
任
に
つ
い
て

、
裁
判
例
、
点
数
制
度
等
に
よ

り
説
明
し
て
、
認
識
さ
せ
る
。

エ
　
警
察
官
に
対
す
る
報
告
義
務

、
通
報
要
領
及
び
事
故
の
再
発

防
止
義
務
に
つ
い
て
説
明
す
る

。
オ
　
救
急
車
の
到
着
す
る
ま
で
の

間
に
お
け
る
負
傷
者
へ
の
応
急

救
護
処
置
等
に
つ
い
て
説
明
す

る
。

三
　
安
全
運
転
　
（一）

安
全
運
転

講
義
（
教

ア
　
運
転
経
験
の
浅
い
運
転
者
向

四
十
分

の
知
識

の
基
礎
知
識

本
、
視
聴

け
の
ビ
デ
オ
や
映
画
を
活
用
し

（二）

最
近
に
お

覚
教
材
等

、
安
全
運
転
、
運
転
特
性
等
に

い
て
改
正
が

）

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
さ
せ
る

行
わ
れ
た
道

。

路
交
通
法
令

イ
　
最
近
に
お
い
て
改
正
さ
れ
た

の
知
識

道
路
交
通
法
令
の
う
ち
、
運
転

（三）

危
険
予
測

者
に
必
要
な
事
項
の
要
点
を
説

と
回
避
方
法

明
す
る
。

等

ウ
　
Ｏ
Ｈ
Ｐ
、
ビ
デ
オ
、
ア
ナ
ラ

イ
ザ
ー
等
を
活
用
し
、
交
差
点

通
行
、
夜
間
走
行
、
高
速
道
路

通
行
等
に
関
す
る
具
体
的
危
険

場
面
を
示
し
て
、
事
故
原
因
と

な
る
危
険
行
為
、
危
険
予
測
と

回
避
方
法
等
に
つ
い
て
理
解
さ

せ
る
。

エ
　
運
転
経
験
の
浅
い
運
転
者
の

特
徴
的
な
事
故
事
例
の
説
明
を

行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
問
題
点

、
な
ぜ
事
故
が
起
き
た
の
か
、

ど
う
す
れ
ば
回
避
で
き
た
の
か

な
ど
に
つ
い
て
、
自
ら
考
え
さ

せ
、
意
見
を
出
さ
せ
討
議
さ
せ

る
。

四
　
運
転
適
性

（一）

運
転
適
性

実
技
等
（

ア
　
安
全
運
転
自
己
診
断
等
に
よ

六
十
分

技
能
に
つ
い

診
断
と
指
導

教
本
、
運

り
適
性
検
査
を
実
施
し
、
自
ら

て
の
診
断
と

（
検
査
用
紙

転
適
性
検

の
運
転
特
性
を
自
覚
さ
せ
、
結

指
導

使
用
）

査
器
材
等

果
に
基
づ
い
て
安
全
運
転
の
心

（二）

運
転
適
性

）

構
え
を
指
導
す
る
。

診
断
と
指
導

イ
　
Ｃ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
運
転
適
性
検

（
検
査
機
器

査
器
を
使
用
し
て
、
運
転
行
動

使
用
）

に
必
要
な
基
本
的
動
作
機
能
を

（三）

安
全
運
転

検
査
し
、
診
断
結
果
に
基
づ
い
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態
度
の
診
断

て
安
全
指
導
す
る
。

と
指
導

ウ
　
診
断
用
模
擬
運
転
装
置
を
使

（四）

運
転
技
能

用
し
て
、
危
険
予
測
を
中
心
と

診
断
と
指
導

し
た
安
全
運
転
態
度
と
運
転
個

癖
を
検
証
し
、
診
断
結
果
に
基

づ
い
て
安
全
指
導
す
る
。

エ
　
指
導
員
が
同
乗
し
て
実
車
を

運
転
さ
せ
、
運
転
個
癖
や
運
転

技
能
を
診
断
し
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
安
全
指
導
す
る
。

講
　
習
　
時
　
間
　
合
　
計

百
二
十
分

注
　
一
　
講
習
科
目
四
の
細
目
は
、
重
点
を
絞
り
選
択
し
て
実
施
す
る
こ
と
。

二
　
講
習
の
実
施
に
際
し
て
は
、
教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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